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ねらい

TOEIC関連の問題を通して、総合的な英語力の向上を目指す。

学修目標

１． 各自がTOEICスコアの目標を設定し（目安として、990点満点中650点以上）、それを達成できる。（Ⅶ-1）

２． TOEICのリスニング・リーディング問題を通して、全般的な英語運用能力を習得できる。（Ⅶ-1）

事前事後学習の方法

１． 毎回指定する教材の単元に取り組むこと。

成績評価方法・基準

１．

２． 100点満点換算で、A、B、C、D、Fの5段階評価とする。

○ 教　科　書

The Best Approach to the TOEIC Test: Getting the Point of Strategies （松柏社）

○ 参　考　書

公式TOEIC Listening & Reading 問題集 9（Educational Testing Service, 2022年刊行）

第１層 第２層 第３層 第４層

R7.4.9 水 1 TOEIC問題の内容・傾向概説 CM 01 01 01 田中　公介

4.9 水 2 Chapter 1/課題提出(1) CM 01 01 01 田中　公介

4.16 水 1 Chapter 2/課題提出(2) CM 01 01 01 田中　公介

4.16 水 2 Chapter 3/課題提出(3) CM 01 01 01 田中　公介

4.30 水 1 Chapter 4/課題提出(4) CM 01 01 01 田中　公介

4.30 水 2 Chapter 5/課題提出(5) CM 01 01 01 田中　公介

5.7 水 1 Chapter 6/課題提出(6) CM 01 01 01 田中　公介

5.7 水 2 Chapter 7/課題提出(7) CM 01 01 01 田中　公介

5.14 水 1 Chapter 8/課題提出(8) CM 01 01 01 田中　公介

5.14 水 2 Chapter 9/課題提出(9) CM 01 01 01 田中　公介

5.21 水 1 Chapter 10/課題提出(10) CM 01 01 01 田中　公介

5.21 水 2 Chapter 11/課題提出(11) CM 01 01 01 田中　公介

5.28 水 1 Chapter 12/課題提出(12) CM 01 01 01 田中　公介

5.28 水 2 Chapter 13/課題提出(13) CM 01 01 01 田中　公介

○ その他

英語運用論（TOEIC入門）

担当責任者　准教授 （英語）　田中　公介

【English Performance Skills】

年月日 曜日

講義：６２０８室（ コンピュータ実習室（大））

毎回の授業中の課題提出（100％）を基に、出席状況も考慮しつつ総合的に評価する。

・毎回の授業で、テキストで指定された課題問題（リスニング・リーディング）を指定時間までにGoogle Formsで提出する。正答につき1点付与（毎回
評定に直結する課題提出を実施する）。
・評価基準は毎回の提出課題のみとする（欠席者は0点扱いとする）。
・テキストを購入せずに授業に臨んだ者・テキストを忘れて授業に臨んだ者・Google Formで複数回の課題提出をした者・課題提出の際にカンニ
ング行為をした者は、当該の授業の課題点を0点扱いとする。

コアカリ項目
担　　当　　者時限 授　　　業　　　項　　　目　　（　内　　容　）
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